




















































には金山（仙）院を「鷲尾」と称する例は多い。正元々年四条隆親の時、東大寺戒壇院円照上人へ施入され、円照も金仙院で没し、凝然も師の後を襲って同院に埋葬されている。 『行状』に頻出する寺 名で、最も頻度の高いもののひとつ、東大寺戒壇院系律の京洛における最大の拠点であった金山（ ）寺 、光宗による再興・運海などの滞在を経て応永二十三年頃 供僧もなく元応寺の供僧の許で仏事運営がなされていたこと なる。翻って建礼門院 「法性寺」にて往生、納骨・墓ど ろを「鷲尾」とする延慶本に目を転ずるならば、正元々 以前・以降は読み本系の本文の生成期にあたる。また、延慶年間を挟む頃から応永年間に至る間幾次にもわたる加除の積畳累増が根来 おいてなされたと予想され とき、正元々年以降の東大寺戒壇院系律（白毫院〈太子堂〉における天台穴太流澄豪と 緊密な交渉）の差配下に置か た「鷲尾金山院」と東大寺戒壇院系律僧忍空・円海、 同じく思融等の行状 根来 の順継・良殿との緊密な交渉）を考慮すべきであり、延慶本独自記事に対する新たな視界を開くことになる。台密の穴太流光宗・運海の拠点寺 のひとつ「近江阿弥陀寺」の登蓮説話や思融の拠点寺院家原寺と結ぶ「粉河寺」縁起（東大寺系
212871実践国文学83_縦_校了.indd   16 2013/03/21   15:02:32
― 17 ―








































注目すべきことに、 「叡憲」な 僧が関与した叡山版の南北朝期の追刻事業がある。こ 問題 ついては、既に霊山院・清誉といわゆる叡山版（承澄関係） ・穴太西山流西山寶菩提院との関連で近く口頭発表予定（ 「延慶本奥書・応永書写『平家物語』四周の書物ネットワーク―東アジアへ（から）の経路―」 〈軍記・語り物研究会大会シンポジウム　
軍記物語とアジアの仏教世界：２０１１／８・
30於鶴見
大学〉 ）と予告した。ここに「叡憲」 いう新たな僧をとりあげて身延文庫蔵弘安至貞和二年刊『維摩経疏』八巻書誌事項について報告するが、先だって「秀範」 「叡憲」に関する資料の紹介が必要になろう。既に、 「秀範」については贅言を加えることは慎みたいが（思想史的な検討ついては、伊藤聡氏『中世天照大神信仰の研究 や舩田淳一氏『神仏と儀礼の中世』参照） 、 「叡憲」につ て考える























































































































































れた素睿写本「諸社口決」 （神宮文庫蔵『神道切紙』第五）の伝授識語の末尾 合致する。やや長 の伝授識語と併せて引用する。





































































































































院を軸に活動していた良含・澄豪・遍融の動きは、承澄晩年の頃から弘安八年にかけて天台三 部並注疏記の刊刻事業に願主・本文書写（版下）として集結した学僧などの人脈に連なる点は興味深い。　『法華玄義釈籖』巻八版下を担当した権律師清誉は、東山霊山院（寺）に係わる三井寺の僧か、 推定される。 『勘仲記』弘安九年（１２８６）四月 二日条に「……大阿闍梨聖護院宮御参遅々之間（中略）大阿闍梨率伴僧廿口」として列記する僧名に「清誉」があり「権少僧都」 ある（丸山陽子氏「三井寺周辺の和歌活動」 『明月記研究』
12号
　
２０１０・１） 。 『門葉記』 の 「五壇法」 山門三人。寺門一人東寺一人）の勘例・弘安九年六月十八日条に「寺 の「清誉僧都」 「初」とある。承詮についても、 『兼仲卿 』紙背
















の堂塔などと併せて視野に入れるべきか）が有名である。定円は反御子左派の父真観没後の歌書群を伝領し、東山霊山あたりで素寂（源光行を父、親行を兄） 中心にして書写・校定作業に勤めた事績が近年あきらかになったが（久保田淳氏「法印清誉につい 」 〈 『中世の文学』附録
22　








院流（三井寺定円と親密） 、親瑜は、おそらく 実勝―親瑜―秀範―円海」の系譜に認められる親（信）瑜か、と考えられる（橋本正俊氏「随心院蔵『遍口鈔』 『遍口鈔口伝』について 付翻刻」 〈 『随心院聖教と寺院ネットワーク』第二集
　

































































































（私に「満」とよむ）とを結ぶ、 天福二年頃の「信豪」 「信毫」の手に係るものであり、成菩提院現蔵『蘇悉地対受記』一帖ほかと同一筆者に係る悉曇書群であったことが確認できたのである。 「走湯」 （伊豆。重書き、下字不明）と「智満寺」 （擦りけち）の両寺 おける相互授受という で金澤文庫保管『忍空授釼阿状』の「安貞二 七月廿日於伊州走湯山来迎院授与駿州智満寺住僧堯真」と同じ流 が認め
られる。悉曇学の領域を考慮すると承澄、 良含 （円光上人） 、澄豪（さらには岩蔵大円上人が傍系として考慮される）などが「白亳院」 「成菩提院」周辺に浮かぶが、思融（円珠）や忍空を介す ば戒壇院・法華寺系とも関連する。今後の課題である。 」　
旧稿「中世天台談義所の典籍受容に関する考察」のまと
めも引いておく。 『忍空授釼阿状』一巻一軸の伝授相承血脈の「船形寺住僧覚智々々以於伊州走湯山東明寺授与同山住僧源延々々以安貞二年七月廿日於伊州走湯山来迎院授与駿州智満寺住僧尭真々々以延応二年三月廿日於智満寺授与同寺 尭豪 建長五 九 朔 智満寺授与真尊（右傍小字「一蓮上人」 ）々々以永仁三年十月廿日於四天王寺勝鬘院授与忍空（右傍小字「空智上人」 ）々々以嘉元二年三月十七日於大和州室生寺授与武川金沢称名寺住僧釼阿」を引き、次のように記した。　「血脈によれば、建長五年（一二五三） 、四天王寺勝鬘院の「一蓮上人」真尊が、 智満寺において伝授されたもので、永仁三年には、四天王寺で空 上人忍空の手へ けられたことが判明する。日光輪王寺蔵『十不二門指要紗』下冊に認められる、正嘉二年（一二五八） 「智満寺」における書写が確認でき、その底本には、宝治二年（一二四八） 「四天王寺安居僧堂談義之次」校合との識語があり、成菩提院













テ上洛、 （略） 」 （ 『円照上人行状』巻中、
東大寺図書館、一九七七年、九頁）　
四天王寺勝鬘院の円珠・思順が、駿河の国へ下り、 「駿
河ノ国人」忍空は、両徳に随い上洛したことが知られ 。おそらく、建長九年頃の円珠などの智満寺滞在と関わるものであろうが、多くの典籍類もまた、忍空と共に南都へもたらされたものと推測しうる であ 。四天王 と智満寺との組み合わせは、単なる遇合とは考え難いものがあさらに、 「智満寺」が ″智証 ″系資料や ″十不二門 ″関連聖教と関わることは、 ″智満寺 ″が駿河における重要な 台系寺院であった可能性を秘めている。　
旧稿にたびたび記したので省略するが、円照の戒壇院系







房仏書林） 頁３５１～３５７に拾うことのできる 「信亳」 （駿州智満寺僧と同一僧かどうかは不明、今後の課題である）を介して種々に憶測は可能であるが、資料的な面での欠如は甚だしく全て未詳としておく。既に納富常天氏「三浦義村の迎講と伊豆山源延」 （ 『金沢文庫資料の研究』 ） 行実一覧にもふれているが、伊豆源延と駿州智満寺を結ぶ資料として『善光寺縁起』 （続群書類従
　
28輯上） 「浄蓮上人源
延如来奉拝見事」の中に拾う「駿河国智満寺為大曼荼羅供大阿闍梨得崛請渡給」の一節がある。「夫浄蓮上人。伊豆国人。家伊豆河東走湯山所生也。若年之時依学澄憲住山住侶多年也。止観玄文重稽古。真言秘密。薫習久。三密法水灑頂。許可傳法重度。猶亘別学極底。加之。慈悲受性興隆餘身。又日三時供養法無絶。毎日三万念佛声不懈。惣顕密事理行業。偏望往生浄土極楽。専祈臨終正念。過盛年殊更内心深発願念 参詣善光寺 其旨趣者。我毎日三万返念佛祈来迎引接。 本願聖教證文無違 往生極楽無疑心。但釈迦遺法弟子源 若造上品 可得無生法忍者。面容拝見本師如来。作此念已。自生年四十歳至于六十六。廿六年之間 毎 二度三度参詣善光寺如来御宝前遂承久三年二月廿二日同廿四日両夜同預霊夢 宮殿佛
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子自開。宮殿有声言。汝祈何事乎。佛子答申。只臨終正念往生極楽也。宮殿有声言。汝往生定上品。更不可疑。速発大悲。勧進一切。写我形像 可済悪業衆生云々。于時五更枕上独落涙。年来念願成。面奉拝如。感應道交難思議。如何不堪喜悦。同此善光寺常住之僧三人一夜同蒙示現。 （小字二行省略）其御詞言。我走湯山源延沙門欲被拝見 此沙門往昔因縁不浅。即拝見我摸形像可利益一切者也云々。早旦三人倶入堂額合語之 意詞 同也。仍一寺作貴寺内承諾許浄蓮上人拝見訖。即諸衆相議 寺送書状於上人 其比浄蓮上人相摸国西郡辺松田云所建立一寺祈往生号西明 善光寺使者尋行彼寺。折節駿河国智満寺為大曼荼羅供大阿闍梨得崛請渡給。仍使者即参彼寺。上人開善光 書状 捧目上置頂上秘泣。状旨不披露。而自其弟子同行弟子相模還之。独身参詣善 。無左右云何七日籠 動。常四日夜重如来告言。早上人可拝見我云云。此旨自他示現 仍承久三 辛巳三月二日出堂中諸人 閉四面門戸 浄定上人脂燭以直宮殿御前参詣 頭面作礼開御戸。面奉拝喜悦雨涙渇仰徹骨静心思念。……」 （頁一八七～一八八）　
浄蓮上人源延の宗教的な行動の範囲は、伊豆走湯山寺を
軸に大曼荼羅供の崛請に赴いた駿河国智満寺や相摸国西郡辺松田に建立した西明寺、さらに信州善光寺に及び、納富氏も指摘する味岡御房より伝授を受けた 「信州平瀬法住 」






館現蔵天福二年写『悉曇要決』 （十・二一・１）粘葉四帖は、「書本冶承五年辛丑二月廿四日越州坂北於豊原寺書之」 （巻一奥書） 、 「書本云治承五年歳次辛丑三月廿六日越州坂北豊原寺修行之書之了」 （巻三奥書）とある如く、越前豊原寺において治承五年 （一一八一） に書写された 『悉曇要決』 （その転写・逓蔵本か、とも）を底本としている。天福二年七月十七日から八月四日に智満寺 第二帖は「智満」を削り「走湯〔寺〕 」と重書）別所興禅院（ 「走湯〔寺〕 」は、おそらく豆州走湯山寺）において仁尊・信毫の手によって転写され、信毫（ 「信豪」とも）等によって校合されたことが解るものであり、駿州智満寺〔別所興禅院〕に存したことを示している。駿 智満寺や伊豆走湯山寺の学問的な水準も「越州坂北豊原寺」の悉曇学を継承して成立し いるの








僧が、三十七歳で上京し、以降の精励ぶりはめざましく、『受法用心鈔』に自ら語ることに偽りはないであろう。心定が『受法用心鈔』に語ると ろの学問的遍歴は、諸国から上京した鎌倉期の遁世僧のひとつの典型を示すも である。越前の国内における諸流相承を経 、 三十七歳で上京、三十九歳の建長五年に高野山の玄覚阿闍梨にしたがって教
相の秘書等を伝え、建長七年四十一歳で加茂空観上人如実に学び、岩清水の唯心上人の付法にあっては広沢の保寿院の流を尋ね聞き、などして一日として空しき日はない、というのである。心定自ら越前における相承修学を「田舎にての受法」 （守山聖真氏の翻刻本文中に双行割書）と注記したかど か不明であるが 上京以降の明徳知識に参じて諸流相承に差し障りなく精励しうる学問的水準の域 達していたとはいえるであろう。　
おそらく鎌倉初期駿州の山寺智満寺にしても、源延の拠
点とした伊豆走湯山寺や信州善光寺などと結び、都 優るとも劣らない人材を養成していたことは容易に想像がつく。駿州から円珠・思順に従って上京した空智房忍空の洛中金山院・南都郊外室生寺におけ 瞠目すべき活躍を見ても明瞭であろう。円光上 良含も越州の産であった。　
加茂空観上人如実・石清水唯心上人最盛などに付き諸流
を受けた『受法用心鈔』の撰者心定は、無住 山本僧正覚済（ 『受法用心鈔』の序文撰者に比 される）にほぼ直結する学問的な環境にあった、と云ってもよい。無住も三十六歳で菩提山に登っている。心定 ゆるやかな伝授 を旨とした融合という新しい潮流の只中に奇しくも三十七歳の身で上京したのである。顕密・僧綱への批判と諸宗融合（但し、時衆などと現実的な対立が生じてくる）という新しい







れた天台宗の史籍、志磐『佛祖統紀』をみても 庵の名あらわれるのは宋代になってからである。 」 （頁３９６）と指摘し、山家派の総帥慈雲遵式も天聖のころに天竺霊山寺東に日観庵を建て往生業を修し 点などを指摘、 天台僧・禅僧を問わず「豪民の庵に」招かれ居住する風のあったことを、宋代の僧伝に広く事例を拾っている。地方志にも探り宋代地方志には「勅額のない庵堂」の記録は少 いとして、 『咸淳臨安志』の例を挙げている（寺院数７６２ 対して庵は城内外あわせて
13）が、元代以降に盛んになって
くる、として多くの事例を示された。また、 「大蔵経刊記にみえる庵堂」の一章を設け、南宋末から元代 かけ 平江府陳湖の磧砂延聖院で開版された磧砂蔵と元初 普寧で刊刻された普寧蔵を取り上げて、庵の数を拾い、検討した結果を示された。磧砂蔵刊記に認められる「庵」が八つ
に過ぎず、少ないのに対して普寧蔵においてはその数が飛躍的に増えているのである。　
以下に少ない事例ではあるが、東禅寺版補刻葉施財刊記
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②江靖刀②住廣州清本堂本聡捨
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